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岡

憲
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岡
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﨑
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昨

年
、
新

ハ
イ

キ
ン

グ
ク

ラ
ブ

の
山

行
行

事
で

持
経

宿
に

宿
泊

さ
れ

た
際

、

明
け

方
ト

イ
レ

に
立

た
れ

た
遠

藤
明

彦
氏

が
、

不
幸

に
も

小
屋

前
の

ベ
ン

チ

横
か

ら
下

の
林

道
(
約

５
ｍ

)
に

転
落

事
故

死
(
平

成
２

５
年

１
１

月
２

日
)
さ

れ
て

か
ら

一
周

忌
に

な
り

、
木

霊
碑

を
建

立
し

追
悼

式
を

執
り

行
行

う
と

の

連
絡

が
中

野
守

男
氏

か
ら

あ
り

、
持

経
宿

を
管

理
し

て
い

る
事

か
ら

協
賛

参

列
し

た
。

 

こ
れ

に
先

立
ち

、
石

造
遭

難
碑

建
立

の
許

可
申

請
す

る
旨

の
話

が
あ

り
、

当
方

か
ら

も
奈

良
森

林
管

理
事

務
所

に
折

衝
し

た
が

、
結

局
三

叉
路

の
交

通

要
所

に
辺

り
不

認
可

に
な

っ
た

。
 

持
経

宿
に

は
、

新
ハ

イ
キ

ン
グ

ク
ラ

ブ
の

チ
ャ

ー
タ

ー
し

た
マ

イ
ク

ロ
バ

ス
(
２

３
人

乗
り

)
は

白
谷

林
道

経
由

で
入

る
計

画
で

あ
っ

た
が

、
台

風
１

９

号
の

影
響

に
よ

る
崩

土
が

あ
り

急
遽

通
行

不
能

と
な

り
、

池
郷

林
道

か
ら

入

る
こ

と
に

な
っ

た
。

 

池
郷

林
道

ゲ
ー

ト
は

、
先

発
隊

(
８

人
乗

り
バ

ン
+
マ

イ
ク

ロ
バ

ス
１

台
)

が
１

０
時

、
後

発
隊

(
マ

イ
ク

ロ
バ

ス
１

台
)
が

１
２

時
着

の
予

定
か

ら
、

当

方
は

ゲ
ー

ト
９

時
半

頃
到

着
予

定
で

新
宮

を
発

つ
。

 

昨
夜

、
吹

田
市

の
大

野
氏

か
ら

電
話

が
あ

り
、

Ｈ
Ｐ

を
見

て
持

経
宿

に
入

る
行

事
案

内
を

見
ま

し
た

。
嫁

越
峠

ま
で

行
き

日
帰

り
し

た
い

の
で

、
池

郷

林
道

か
ら

持
経

宿
に

車
で

入
り

た
い

と
の

事
。

詳
細

も
判

り
が

た
く

、
と

り

あ
え

ず
ゲ

ー
ト

前
で

待
つ

様
に

返
答

。
 

青
木

氏
が

池
原

公
園

で
待

機
し

て
い

る
の

で
同

乗
す

る
旨

の
連

絡
が

あ

り
池

原
公

園
で

青
木

氏
に

逢
う

と
、

先
程

マ
イ

ク
ロ

バ
ス

が
池

郷
林

道
へ

行

っ
た

と
の

事
。

直
ぐ

に
追

い
か

け
、

予
定

よ
り

１
０

分
遅

れ
で

ゲ
ー

ト
へ

。

ゲ
ー

ト
手

前
の

支
谷

付
近

で
先

着
さ

れ
た

新
ハ

イ
キ

ン
グ

の
方

々
が

、
路

肩

の
石

を
除

去
さ

れ
て

い
る

。
予

定
よ

り
早

い
９

時
過

ぎ
に

着
い

た
と

の
事

。

大
野

氏
の

車
も

待
機

、
ゲ

ー
ト

の
鍵

を
開

け
池

郷
林

道
へ

。
 

台
風

の
雨
水

に
よ

り
路
面

が
相

当
荒

れ
て

い
る

。
マ

イ
ク

ロ
バ

ス
の

通
行

も
考
慮

し
、

落
石

、
枯
枝

を
除

去
し

な
が

ら
辿

り
、

１
０

時
過

ぎ
に

持
経

宿

に
先

発
隊

が
到

着
。

 

沖
﨑

、
青

木
氏

は
、
平
治

宿
の
棚

の
カ

ー
テ

ン
取

り
付

け
(
生
熊

氏
寄
贈

)
、

雨
水
貯
槽

の
蓋
取
替

(
風
呂
蓋

)
等

の
整
備
作
業

に
行

っ
て

下
さ

る
。

 

大
野
夫
妻

は
、

嫁
越

峠
を
目
指

し
て

行
け

る
所

ま
で

行
き

、
持

経
宿

に
１

７
時

頃
迄

に
戻

り
、
池

原
の

き
な

り
湯

に
車

が
戻

れ
る

事
を
確

認
さ

れ
出

発
。
 

先
発

隊
は

、
木

霊
碑

を
転

落
し

た
林

道
脇

に
当

方
の
ツ
ル

ハ
シ
等

で
掘

る

が
岩
盤

で
深

く
掘

れ
な

い
。

手
廻

し
良

く
セ
メ

ン
ト

を
練

っ
て
固

定
さ

れ
る

と
共

に
供

え
台

に
な

っ
た

。
よ

う
や

く
転

落
死

の
場

所
が
確

定
で

き
た

。
お

酒
・
み

か
ん
・
菓

子
・
お
花

を
供

え
、
ろ

う
そ

く
・
焼
香

台
が
据

え
ら

れ
る

。
 

中
野

さ
ん

に
追

悼
式

の
進

行
を
確

認
す

る
と
般
若
心

経
を
唱

え
る
導
師

が
あ

る
と

の
事

か
ら

、
居

ら
れ

な
い

時
は

玉
岡

氏
に
お
願

い
す

る
つ

も
り

で

あ
っ

た
が

、
全

て
新

ハ
イ

キ
ン

グ
ク

ラ
ブ

の
方

に
お
任
せ

す
る

。
 

畑
林

、
玉

岡
明
君

は
、
囲
炉
裏

で
薪

を
焚

き
お
湯

を
沸

か
し
お
茶

の
準
備

。
 

 
 



木
霊

碑
等

の
追

悼
式

の
準
備

も
整

い
、

小
屋

内
で

当
地

の
み

か
ん

と
熱

い
お

茶
を
召

し
上

が
っ

て
頂

く
。
み

か
ん

は
甘

い
と
喜
ん

で
も

ら
え

る
。

 

 
 

 

木
霊

碑
建

立
作

業
 

 
玉

岡
前

代
表

の
話

を
興

味
深

く
聴

講
 

遠
藤

さ
ん

の
木

霊
碑

 

後
発

隊
到

着
ま

で
時
間

も
あ

り
、

玉
岡

さ
ん

に
１

１
時

頃
よ

り
南
奥
駈

道

の
い

き
さ

つ
と
苦
労

話
を

し
て
頂

く
と
興
味
深

く
熱
心

に
聴
講

し
て

下
さ

る
。
 

後
発

隊
は

、
予

定
よ

り
１

時
間

早
い

１
１

時
半

過
ぎ

に
到

着
。
リ

ー
ダ

ー

岡
田

支
部
長

に
行
動

予
定

を
確

認
し

、
国

道
４

２
５

号
線

の
時
間
帯

通
行
制

限
の
関
係

も
あ

り
、
玉

岡
さ
ん

に
は

大
変

申
し
訳

な
か

っ
た

が
、「
続

き
は
次

回
に
お

話
す

る
機
会

が
あ

る
こ

と
を
！
」

と
終

え
て
頂

く
。

直
ち

に
昼
食

と

な
り

１
２

時
１

５
分

か
ら

追
悼

式
を

執
り

行
う

事
に

な
る

。
 

山
々

の
紅
葉

に
彩

ら
れ

た
中

で
、
１

分
間

の
黙
祷

。
岡

田
支
部
長

の
挨
拶

、

全
員
焼
香

後
、

中
野

氏
導
師

で
木
魚

、
玉

岡
氏

の
錫
杖

に
合
わ
せ

て
般
若
心

経
を
唱
和

す
る

。
最

後
に

故
人

は
日
蓮
宗

と
の

こ
と

か
ら
南
無
妙
法
蓮
華

経

を
三
唱

し
、

し
め
や

か
に

故
人

の
ご
冥
福

を
祈

っ
た

。
献
酒

を
献
杯

し
追

悼

式
を
滞

り
な

く
終
了

。
各

人
に
お
供

え
の
み

か
ん

+
ど

ら
焼

が
配

ら
れ

る
。

 

尚
、

新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぶ

へ
御
礼

(
２
万
円

)
+
清
酒

２
本
頂
戴

す
る

。
 

明
日

、
持

経
宿

か
ら

玉
置

山
へ

の
縦
走
班

は
、

早
朝

マ
イ

ク
ロ

バ
ス

で
池

郷
林

道
を
再

通
行

す
る

こ
と

か
ら

、
行
仙

宿
で
川
島

が
明

日
受
取

る
事

に
し

て
、

中
野
リ

ー
ダ

ー
に
合

鍵
を
渡

す
。

 

持
経

宿
で

宿
泊

し
故

人
を
偲
べ
ば
懇
親
会

も
開

け
た

し
、
慌

し
い

早
朝

発

も
な

い
の

に
・
・
・
・
・

。
 

新
ハ

イ
キ

ン
グ

の
方

々
は

、
予

定
行
動

が
あ

り
１

３
時

過
ぎ

に
下

山
さ

れ
る

。
 

平
治

宿
よ

り
沖
崎
・

青
木

氏
が

、
整
備
作
業

を
終

え
１
４

時
に
戻

ら
れ

る
。

 

大
野

車
の
フ

ロ
ン

ト
ワ

イ
バ

ー
に
「

ゲ
ー

ト
の

鍵
を
閉
め

ず
に

下
山

す

る
」

の
メ
モ
書

き
を
挟
む

が
、

青
木

氏
が

行
仙

宿
か

ら
持

経
宿

宿
泊

に
変
更

し
、

池
原

公
園

に
戻

り
車

で
再
度

持
経

宿
に
戻

り
、

大
野

車
が

ゲ
ー

ト
通

過

出
来

る
様

に
配
慮

し
て

下
さ

る
。

 

 
 

 

追
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新

宮
山

彦
ぐ

る
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ぷ
 

帰
宅

後
、

大
野

氏
か

ら
滝
川
辻

ま
で

行
き
そ

こ
か

ら
１

６
時

頃
戻

っ
た

、

お
蔭

様
で

池
原
・

き
な

り
湯

に
戻

れ
ま

し
た

と
の
御
礼

の
電

話
が

あ
る

。
 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
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→
9
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1
0
:
1
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持
経

宿
(
昼
食
1
1
:
4
5
～

、
1
2
:
2
0
追

悼
式
1
3
:
0
0
、

新
ハ

イ
キ

ン
グ
1
3
:
1
0

下
山
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1
4
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3
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1
5
:
1
5
池

原
公
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:
2
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→
1
6
:
4
5
新

宮
。

 

 
寄
贈
品

寄
贈
品

寄
贈
品

寄
贈
品

 
・

新
ハ

イ
キ

ン
グ

ク
ラ

ブ
；
御
礼

２
万
円

+
清
酒

２
本

。
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
・
生
熊
千
満

子
；

平
治

宿
の
カ

ー
テ

ン
・

レ
ー
ル

。
(
記
川
島

)
 


